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 Ⅰ類 試験問題例  

 

１ 教養試験 

（１）知能分野 

〔判 断推 理〕 

 

 

 

  

  

（正答 ３） 
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〔数 的処 理〕 

 

 

 

 

 

（正答 ２） 
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（２）知識分野 

〔人文科学系〕 

 

 

 

 

（正答 ３） 
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〔社会科学系〕 

 

 

 

 

（正答 ４） 
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〔自然科学系〕 

 

 

 

 

（正答 ５） 
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〔社 会事 情〕 

 

 

 

 

 

  

 

（正答 ２） 
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２ 専門試験 

 ○ 事務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１） 憲 法   司法権の限界について説明しなさい。 

 

（２） 行政法   行政行為の取消し及び撤回について説明しなさい。 

 

（３） 民 法   無権代理人に課される責任について説明しなさい。 

 

（４） 経済学   古典派雇用理論及びケインズ雇用理論について説明しなさい。 

 

（５） 財政学   Ｒ・マスグレイブが定義した財政の３機能について説明しなさい。 

 

（６） 政治学   議会の両院制について説明しなさい。 

 

（７） 行政学   行政責任について、ギルバートが提唱した４類型に触れて説明しなさい。 

 

（８） 社会学   大衆社会が出現した諸要因について説明しなさい。 

 

（９） 会計学   貸借対照表上の資産について説明しなさい。 

 

（10） 経営学   株式会社について説明しなさい。 

 



- 8 - 

○ 土木 

 

 

 

 

 

 

 

  

𝐻 

𝐵 

 下図のような長方形断面の開水路で、流量𝑄の水が流れているとき、以下の問いに答えなさい。 

ただし、𝑄：流量 𝐵：水面幅 𝐻：水深 𝐸：比エネルギー 𝑔：重力加速度 とする。 

 

（１） 比エネルギーとは何か、簡潔に説明しなさい。また、比エネルギー を𝑄、𝐵、𝐻、𝑔 を

用いて表しなさい。 

 

（２） 常流、射流とは何か。また、流量𝑄が一定のとき、限界水深と比エネルギーの関係につ

いてそれぞれ簡潔に説明しなさい。 

 

（３） 上記（２）に基づき、限界水深𝐻𝐶を、𝑄、𝐵、𝑔 を用いて表しなさい。 

 

𝐸
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○ 建築 
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給水設備に関する以下の問いに答えなさい。 

 

（１） 下表に示す器具の最低必要圧力（ア）～（ウ）を記しなさい。  

 

器具 必要圧力[kPa] 

一般水栓（蛇口） （ア） 

洗浄弁（大小便器で使用） （イ） 

シャワー （ウ） 

 

（２） ウォーターハンマーの発生原因と防止策について、簡潔に説明しなさい。 

 

（３） 下図に示す①及び②の給水方式の名称を答えなさい。また、それぞれの特徴について簡

潔に説明しなさい。  

（４） クロスコネクションを防止するため、水栓の設置時において定められている措置を簡潔

に説明しなさい。 
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○ 機械 
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（１） 動く流体の性質に関する次の記述の（ ）内に入る適当な語句を答えなさい。 

 

流路内のある一定点を通過する流体が、流れの状態を変えないで連続して流れていると

き、この流れを（ ① ）という。時間的に流れの状態が変化するとき、その流れを（ ② ）

という。 

 

（２） 内径 10[cm]の直管内を水が流れている。レイノルズ数が5.0 × 104のときの流速[m/s]を

求めなさい。ただし、水の動粘度を1.0 × 10−6[m2/s]とする。計算過程も記しなさい。 

 

（３） 下図のような絞った管を水平におき、これに 0.03[m3/s]の水を流すとき、断面①から

②に生じる圧力差[kPa]を求めなさい。ただし、水の密度は1000[kg/m3]とする。計算過程

も記しなさい。 
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𝐹[N] 遠心力 

○ 電気 

 

 

 

 

 

 

                  図 2-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 
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（１） 図 2-1に示すように、一様な磁束密度 𝐵＝2.0[T]の磁界中に半径 𝑎＝1.2[m]の半円の導

線と長さがともに 0.8[m]の直線からなる導線に電流 𝐼＝5[A]が流れているとき、この導線

全体に働く力[N]を求めなさい。 

 

（２） 静電容量𝐶が 10[pF]の平行平板コンデンサがある。200[V]の電圧を加えると 4.0[mA]の

漏れ電流を生じた。コンデンサに充てんされている誘電体の誘電率𝜀が 2×10−11であると

き、この誘電体の導電率σ [S/m]を求めなさい。 

 

（３） 速度 1.0×105[m/s]の電子が磁束密度𝐵＝1.0×10−3[T]の一様な磁界の中に垂直に入射

したとき、電子に働く力 𝐹[N]を求めなさい。また、このとき図 2-2 に示した円運動の半

径 𝑟[m]を有効数字 3 桁で求めなさい。ただし、電子の電荷を 1.6×10−19[C]、質量を

9.1×10−31[kg]とする。 
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○ 心理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決志向アプローチ（Solution Focused Approach）に関する以下の設問に答えなさい。 

 

（１） 解決志向アプローチの特徴について、「例外」の役割に言及して述べなさい。 

 

（２） 次に挙げる質問技法について、具体的に説明しなさい。 

 

ア ミラクル・クエスチョン 

イ コーピング・クエスチョン 
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３ 論文 

  あなたが困難に直面したとき、解決に向けて、どのように取り組んでいくか。これまでの経験

を踏まえて具体的に述べなさい。 




